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2007 年  07 月  08 日  

熊野の旅 見切り発車 石畳完成  

 元々は鉄道用語ですが・・・ 
 熊野熊野古道関連公共事業の木本町本町通り石畳化工事の完成記念行事が今月末

ごろ行われるようです。 
 『昔なら提灯行列でもして祝ったでしょう』と前に書きましたが、提灯行列はしな

いけど何かやるらしいです。 
 まだまだ、工事区間で着工もしていないところがあり、完成とは程遠いのですが・・・ 
 これも少し前に書いた『夏祭り』シーズンで細かい祭りを一杯やりますから、その

呼び物の一つとしてやるようです。 
 木本町を挙げての祝賀行事にはなりそうもありません。どうも、これも便乗事業に

便乗したイベント企画のようです。 

 
 役所の方にもこのイベントの計画はなかったようで、乗るか乗らないか迷っている

とか・・・以前ならこうした公共事業につき物の『地元対策費』などと言う隠れ予算

で簡単に乗ったでしょうが、最近では乗りにくいですからね。 

 
 これが一昨日の宵の口撮影した本町通りの石畳と新しい街灯の写真です。 
 雨にぬれた石畳と街路灯・・・これに柳の枝でも揺れているといいのですがね。 
 この人口敷石は滑らないように表面をざらつかせ、吸水性も良くしてあるので、雨

が降っても止んだら割りと早く光らなくなってしまいます。 
 この日も夕方まで降ったのですが、うまい具合に写真を撮る日暮れ時に止んでくれ

ました。しかし、そうなると、石畳に街灯がきれいには反射しません。うまくないで

す。 
 実を言うと、この近くだけ、ぬれている雨上がりの道に更に水をまきなおしてあり



ます。 
 プロがお寺の庭とかを撮るときに使う手段です。公道でも田舎町ですから簡単にや

れますね。それに、雨がやんだばっかりですから、見た人が不思議がるだけで特に迷

惑にもなりませんしね。人払いしなくても邪魔な通行人はめったに通りませんし…写

真を撮るにはいい通りです。 
 世界遺産・熊野古道・松本峠を歩きにこられたら、ぜひここを通ってみてください。

皆さんのおかげで出来たものですから・・・ 
Tags:熊野市 世界遺産 石畳   

 

 

 

 
 
2007 年  07 月  09 日  

熊野の旅 広報くまの 2007 年 7 月号  

 三ヶ月連続で熊野市の広報誌から抜粋します。 

 
 熊野市の市報の裏表紙にはかわいらしい子供の写真がカラーで掲載されています。 
 本名、生年月日入りなのでこんな田舎ですからどこのかすぐに分かります。 
 今月号にも 4 人の子供が載っています。（4／●○） 

  
 6 月 1 日現在 
   人口 21.271 人  （-24） 
    男  9.916 人   （-5） 
    女 11.355 人   （-19） 
  世帯数 10.247 世帯  （-15）   （ ）は前月比 
  5 月 11 日～6 月 10 日 
    お誕生   6 人 
   おくやみ  17 人 
   一番若い人で 65 歳でした。他は 70 歳から 96 歳・・・妥当かもしれません。 

 
 当然のように 4 ヶ月児・10 ヶ月児や一歳 6 ヶ月児の検診のスケジュールも載って

います。 
 この広い熊野市から集まってきても同じ月に生まれた子というのはこの程度です。

全員来ても、きちんと時間をかけて検診できるでしょうね。 
 産婦人科の医院もありますし、中核になる紀南病院も産科があったと思います。あ

る意味では子供を生み育てるには適したところなのかもしれません。今時、田舎では

珍しいのでしょうね。 
 ただ…その子を育てるお金をどうやって稼ぐかが問題ですがね。 
 今流行の『ＩＴ産業』なら、場所を問わないでやれるとおっしゃってますね。なの

に、どうして六本木などに集まるのでしょうね。70 ばあさんしか居ないところでは

ＩＴ産業の社長さんは面白くないのでしょうかね。 （まあ、私も面白く無いですが



…） 

 
 『空家の情報をお寄せください』 と言う記事があります。 
 前にも書きましたが、この辺は中々空家を貸してくれません。 
 子供たちがよそに出て行って、親も亡くなった空家は以前から一杯あるのですが、

貸してくれませんね。 
 『親の家財が残されていて整理していない』とか『年に何回か墓参りに帰るから』

とかいう理由がつけられます。しかし、近年では『墓』も引っ越してゆく例が増えて

います。山間部などの共同墓地には空き場所が増えています。 
 もう、ここに帰る予定の無い人にとっては、先祖からの墓がここに残っていること

は精神的のも負担ですからね。 
 都会に出た初代にはここは『育った土地』ですが、二代目になると『休みに遊びに

行った土地』になり、三代目になると『知らない土地』ですからね。海外の三世と同

じでしょうかね。 

 
 空家を改築して貸し出すための補助金施策は 20 年ほど前に、国で作られました。

そのときにも探したのですが応じてくれる家はありませんでした。 
 そのときよりははるかに空家が増え、外に出た子供も高齢化が進んでいます。 
 『老後、ふるさとに帰る』なんて夢が消えた人が多いですから、少しは応じてくれ

る人が増えているかもしれませんね。 
 今回のは、貸し手を捜しているだけですが… 

 
Tags:熊野市 モノクロ    奥川邸  



2007 年  07 月  10 日  

熊野の旅 石畳散歩  

 木本町本町通りの石畳敷きこみ工事もほぼ形を現しました。 
 こうした景観整備事業につき物の電柱撤去は行われず、前の通りに乱立しています。

変わったといえば電灯線の引き込みが細い分離した線から、ものすごく太くて風受け

面積の大きな一本線になったことでしょう。こんなのに替えて、古い家の破風や垂木

が台風の時に耐えられるものやら・・・ 
 道路面で変わったのは、この本町通りは各家庭の水道の止水栓が道路にあったので

すが、これは準備工事で敷地に入ったところに移されました。したがって、10ｍ足ら

ずごとにあった小さな穴はなくなりました。 

 
 新しい石畳に開けられた穴はこの三種類が主な物です。 
 左が『NTT の光ファイバー』です。普通のは空中を走っています。これは、国道４

２号線の地下を通ってきたファイバー線が、我が家の横で路地に入り NTT 交換機建

屋に向かうものです。 
 真ん中は熊野市の『消火栓』です。自動的に前後が駐車禁止になると言う代物です。 
 右は『上水道分岐栓』です。 
 下水道やガス管、共同溝が無いので大きな『マンホール』はありません。 
 NTT さんの物には当然のようにマークが入っていますが、他のは既製品です。 
 世界遺産熊野古道便乗工事なのですが『ロゴ入り』の蓋は作らなかったようです。 
 全国的にやたらと凝った蓋が流行っているのに、無駄金をかけなかったのか、金が

なかったのか、思いつかなかったのか・・・どれにしろ、少しは賢いこともやってい

ます。購入価格は知りませんがね。 
カメラは コダック・シグネット 35 
Tags:熊野市 石畳 モノクロ 

 

 

 
 
2007 年  07 月  11 日  

熊野の旅 熊野市・南牟婁郡救急体制  

 熊野古道は山の中です。 
 海岸線沿いの熊野古道は大体において人家に近く、携帯電話も各社、各モードをあ

わせるとほぼカバーしてくれていると思います。山間部のルートもかなりカバーはさ

れているとは思いますが、果たしてどの程度やら分かりません。 
 残されている古道の宿命で、山越え峠道ばかりです。そして、元々、廃道になって

いたところですから。民家もなく当然公衆電話もありません。 



 里山的なところが多いですが、万一の時は自力で何とかしなくてはならないのは、

普通の山登りと同じです。 
 いつも書きますように。熊野市の熊野古道などはよほどの日で無いと、『行列の出

来る古道』ではありません。神仏のお助け以外は期待できないときもあります。これ

は、鎌倉時代とかと変わりないのかもしれません。 

 
 消防署、救急センターに連絡が取れれば助けに来てくれます。 
 この救急体制はもう１０年も前から広域化しています。 
 消防署は熊野市・南牟婁郡全域ともに『熊野市消防署』になっています。 
 この『熊野市消防署』は各地に良くある『組合立』ではありません。完全に、自治

体としての『熊野市』が統括しているものです。人件費、経費は按分して他の自治体

にも負担していただきますが、指揮体系、運営に関しては熊野市長が一手に担います。 
 南牟婁郡に常設消防を作る話が出たとき、先に消防のある熊野市に話が来ました。

これは当然の動きです。そして、一応『市』であり、兄貴分なので相談に乗って当た

り前です。 
 その時に、昔から良くある、自治体による『組合立』とかの意向もありました。 
 これは老人ホームや病院経営ですでにやられていましたが、無責任体制になりよく、

身動きもままなりにくいものですから、絶対にやら無いようにと議会サイドからブレ

ーキをかけました。 
 つまり 『やるなら、熊野市が全面的に引き受けろ』と言うことです。 
 消防・救急ともに急を要します。広域災害でも俊敏な判断と指揮が必要です。そう

なると、合議の必要の無い単独の方が良い事は明白です。費用はどっち道割り勘なの

ですからね。 

 
 そういういきさつで、この辺りの救急は一手に熊野市消防が担っていますから連絡



も楽です。 
 ただ…救急車に乗せてから、どこへ運ぶか・・・ 
 これは全国で問題になっているように医師不足の波をかぶっています。 
 南牟婁郡にある紀南病院だけでは、処置できず、その時に応じて尾鷲、新宮までの

搬送になります。さらには、三重県の『救急ヘリ』で三重大病院への搬送もあります。 
 救急に関してはそこそこ体制は整っていますが、古道歩きの人に事故があったとき

は、最初にどう連絡するかが問題でしょうね。 
 決まりきったように・・・『単独行動はなるべく避ける』、『ルートは外れない』、『無

理はしない』…と言うことでしょうか。 

 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ  有馬松原 

 

 

 

 

2007 年  07 月  12 日  

熊野の旅 熊野古道 昼飯・お弁当事情  

 木曽路ではありませんが、熊野古道はすべて山の中…です。 
 不便なことにおいては木曽路の上を行くでしょう。 
 木曽路の見所は残された宿場界隈ですし、古道はその間の険しい部分の峠道だけで

すから… 

 
 熊野市内で古道歩きの対象になる、松本峠・大吹峠をはじめ風伝・日暮峠なども、

民家もなくお店もありません。 
 歩く距離はそれぞれたいしたこと無いのですが、とにかく、何も手に入りません。 
 時間によっては、当然お昼ご飯の時間にもなるでしょう。 
 普通の観光地でしたら、『現地で食べよう…』と言うことになると思うのですが、

その『現地』には何も無いのです。リュックの中のものがすべてです。 
 山が浅いので飲み水を確保する沢さえまともにありません。 

 
 事左様に不便がとりえの古道です。 
 十分に計画を練って。食い物飲み物の確保をしてください。 
 お弁当に関しては、熊野市内にはそこそこ販売所があります。 
 中心部なら『スーパーオークワ』『やまか』などが記念通りに、『かまどや』『モス

バーガー』が国道沿いにあります。他にも『ジャスコ』『サークル K』『オークワ有馬

店』などけっこう手に入ります。（2009 年かまどや閉店） 
 食堂に関しては観光ルートにも少しあります。 
 駅前に『喜楽食堂』という大衆食堂がありここなら目はり寿司も食べられそうです。

その近くには『丸山飯店』『竹林』など、松本峠に向かうと記念通りに『モリ』『川口

屋』…それに、熊野に多いすし屋があちこちにありますね。『千代寿司』『まつや寿司』

『東京寿司』… 
 獅子岩方面に行くと、国道沿いに『小六』『しらさき』のほか数軒が並んだところ



もあります。 
 これを外すと何もありません。 
 と、言うより、市街地は見えている範囲だけです。実に狭いところですから、『そ

のうち…』は通用しません。『今か、無しか…』です。 
 峠道でお腹がすき、のどが渇いて行き倒れそうになるのも、古人を偲ぶには良いか

もしれません。しかし、それではせっかくの景色が目に入らないでしょう。下手する

と、神仏を恨みたくなるかもしれません。 
 そうなると、せっかくの『熊野詣』が台無しです。 
 『神々の里』ですから、手っ取り早くご利益もある代わり、罰が当たるのも早いか

もしれませんから… 

 
 カメラは 英国・エンサイン８２０・ロスエクスプレス 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ  

 
 
 
2007 年  07 月  13 日  

熊野の旅 三重県・県北・県南  

 昨日から参議院選挙が始まったようですね。 
 三重県も日本国ですから同じ日に公示されました。 
 三重県民はこの広い地域で２００万人ほどです。県としては人口の少ないところで

す。だから、定数は『1』です。 
 選挙と言うと大体において選挙カーが走り回って賑やかな物と相場が決まってい



ます。 
 候補者のスピーカーと政党のスピーカーが入り乱れて… 
 日本国の半数以上の人はそう思っているでしょうね。 
 ところが、この三重県南部では、事、参議院選挙に関しては静かな物なのです。 
 日本地図をご覧になってください。 
 三重県は愛知県境の端を渡ってから和歌山県境の橋まで、実に南北に長いのです。 
 その距離およそ 230Km ほどです。 
 東京の候補者が静岡県沼津まで足を伸ばしてもこの半分です。 
 三重県の人口分布は北に集中したアンバランスな物です。 
 県民２００万人に対し県南と称されるところ、距離にしたらほぼ半分の多気以南に

は大きな町はありません。 
 更に、紀州に入ると、合併後で紀北町、尾鷲市、熊野市、御浜町、紀宝町と並んで

国道の道のりで 80Km、全行程の 1/3 です。しかし、有権者数にして 71.635 です。

三重県の有権者数 1.514.221 に対し 4.8％しか居ないのです。極端に効率の悪い地

域です。 
 つまり、各候補者ともに半分切り捨てる格好になるのです。 
 一人区ですから、候補者も三人しか居ません。だから、公示後三日目位で回ってく

れば早い方ですね。 

 
 選挙の時は静かで良いのですが… 
 この数字が意味するものは、そんなことでは無いですね。 
 さほど、勢いのある県で無い『三重県』で、道のりばかり伸びて人の居ないところ

…産業もなく老齢化の進んだところ…政治家だけでなく役人の目もこちらには向き

にくいですね。 
 『東紀州開発』などと言う掛け声は良く出てはいるのですが…特効薬があるくらい

なら、日本中の過疎は止まっている筈です。 
 私たちの世代（戦前戦中生まれ）が居なくなる頃に、この県南の人口は一気に激減

する勘定です。 
 数字上はそうなっているのですが、怖すぎる現実なので行政は絶対に口にしません。 

 
 私も一時は都会に居ましたし、都会で暮らすつもりでした。 
 経済的才覚は無いし、勤め人の出来る性格でも無いし…と言うことで U ターンして

きたのです。だから、根っから田舎が好きなわけでもありません。ある種、覚めた目

で周りを見ています。 
 子供三人には『帰ってくるな』と育てました。 
 林業がもう少しまともだった時でも『帰ってきても食えんぞ』と言いました。 
 悲しいことに、その予想が的中しています。 
 今では、私は職業欄に『林業』とは書きません。固定資産税だけかかってお金を取

ることの出来ない山林所有者が『林業』を名乗るのはおかしいからです。 
 三重県南の 90％が山林です。それもほとんどが人工林です。それが壊滅した現状

では、ここで暮らすのは無理です。 
 三重県南だけでなく紀伊半島。四国、九州、木曽、飛騨などすべての林業地の田舎



では暮らすことが出来ないのです。 
 だからって、どうしてくれと言うことも出来ません。 
 せめて、不法伐採の外材だけでも止めていただければ・・・ 

 
 これより南・・・紀州路です。 
Tags:熊野市 国道４２号線 モノクロ  荷阪峠  

 

 

 

2007 年  07 月  14 日  

熊野の旅 嵐の前  

 台風４号が九州に接近、どうやら日本列島を総なめにするつもりのようです。 

 
 世の中は連休とか・・・ 
 私の世代にはもう一つピンと来ない休日ですが、行楽の計画を立てられている人も

多いのでしょうね。 
 その中には、熊野古道歩きに来る計画をお持ちの方も居られるでしょう。 
 日本人は計画を立てると『雨が降ろうが槍が降ろうが…』と言う人が結構見受けら

れます。 
 ゴルフなんて紳士のスポーツ？金持ちのスポーツ？でさえ、嵐の中、合羽を着てプ

レーする御仁が居られるようですからね。 
 まあ、今の世の中、休みだらけですから、今来なくても熊野古道は逃げませんし、

なくなりません。 
 そんなにたくさん降った訳ではありませんが、国道３１１号線は熊野市波田須地内

で崖崩れのため通行止めになっています。復旧のめどは立っていません。 
 ここは、新鹿との境ですから、大吹峠に行く分には関係いところです。新鹿から二

木島・逢神峠方面に行けません。そちらに行くには県道新鹿佐渡線を使わなくてはな

りません。しかし、この道路も豪雨の時には通らない方が良いと思われます。 



 国道４２号線もあちこちにゲートがあり、国道事務所が自動計測の雨量計で監視を

続けていて、規定量に達すると閉鎖します。 
 いったん閉鎖すると、雨が止んでから二時間経過しないと開けてくれません。安全

のためなのでたとえ青空が広がっても開きません。 
 最近は時間雨量も増加傾向にあるのでよく閉鎖されます。 
 おそらく、今夜中には尾鷲熊野間矢の川峠や佐田坂、尾鷲海山間鷲毛峠、伊勢紀州

国境荷坂峠などが閉鎖なると思います。 
 来ないでくださいよ。 
 車が巻き込まれる事故はおきていませんが、動きが取れなくなります。あちこちの

ゲートが閉まるので前にも行けず、帰りもならず…になります。 
 こんな時は食堂なども閉まっていることが多いです。スーパーでさえ、直撃の予報

が出ると閉店することがあります。 
 車がぐらぐら揺れる風の中でじっと待つのは結構怖いですよ。 

 

 自然はなめないでください。 
 海の荒れているのは迫力がありますが、見世物ではありません。流されると自己責

任ではすみません。他人迷惑です。勝手の分からない人はなおさら危険です。見物し

ないでください。 
 でも…先ほど歩いている人を見かけましたね… 
 合羽を着て、リュックを背負って… 
 ご苦労さんとは言えませんね。 
 皆さんはこんな時には来ないでくださいね。 

 
Tags:熊野古道 国道４２号線 モノクロ  

 
 
 
 



2007 年  07 月  15 日  

熊野の旅 台風一過  

 台風４号はこのすぐ沖を通ったようですが、幸いなことに、この辺りに来た頃には

台風本体はずいぶん弱まっていたようです。 
 九州に上陸する頃にはすでに形が崩れかけていましたし、四国沖では完全に崩れた

ので、本体が近づく頃に寝てしまいました。こんな形になると、本体より外周と前線

の方が厄介です。 この辺も台風が遠くにいる頃に良く降りました。 

 
国道・県道でゲートのあるものは柵や早く全部閉鎖されました。 
 後ろ側の雲がなくなっている台風なので、通過後はぐずつかずに晴れてくれました

から、次々と通行可能になりました。今は、台風直前に崩れた国道３１１号線波田須

トンネル付近以外は全部通行可能っています。 
 雨が良く降った後の海は白くなります。ものすごく振ったときは薄茶色ににごりま

す。 

 
 先ほど９時半ごろ子供部屋のベランダから撮った海です。 
 波は収まって来ていますが、薄茶色に光っています。つまり、ものすごく降って、



井戸川、志原川、市木川、尾呂志川、熊野川から大量の真水と土砂が流れ込んだ証拠

です。沖のほうまで完全に色が変わりました。かなり降ったのですね。 

 
 同じ時間、同じ向きの海に面した側の庭の写真です。 
 ここは台風の風をまともに受ける向きにあります。この向こうは太平洋ですからね。 
 台風本体がここを通る時にはかなり弱まっていた証拠に、収穫を終わりかけた胡瓜

の葉は痛んでいますが、簡単に立てた柵が平気で立っていますし、向こう側の伸び盛

りの冬瓜は何事もなかったような顔をしています。 
 非常にありがたかったです。 
 ただ、台風が引っ張ってきた晴れはものすごく蒸し暑い空気の晴れです。 
 ２５度ほどしかないのに、むっとします。 

 
 そうそう、この辺は陸の 90％が山林で緑が多く、半分が海ですから真夏でも、都

会よりはるかに気温は低いです。３０度を越さない日がずいぶんあります。 
 熊野古道に入れば山の中ですから、更に涼しいです。 
 ただ・・・平地じゃありませんから・・・ 
Tags:熊野古道 国道４２号線 国道 169 号   

 

 

 

2007 年  07 月  16 日  

熊野の旅 高潮対策・地元とお役所  

 今回の台風は、四国沖に来た段階で形が完全に崩れ、台風の形ではなくなりました。 
 これで、もう半月後出来たのなら各地もこんな被害は出なかったでしょう。たまた

ま梅雨のさなかで、それも空梅雨だったのに梅雨前線がやっとまともに日本列島の上

に出来上がったところに来たのでこんな広範囲に豪雨をもたらしました。 
 最近のテレビがやたら大きいように報道するのは少し困った傾向なのですが、台風

としてはさほど大きなものではなかったですね。 

 



 この目の前を通過しても、高波もたいしたことなく済みました。台風本体の雨もた

いしたことありませんでした。ここを通過するときには台風本体にはすでに雲がほと

んどお供していませんでしたからね。 
 台風が通過し終わると海も段々静かになるのですが、今回は特に早く納まりました。 

 
 この鬼ヶ城東口、木本漁港の防波堤も通過した数時間後には波が砕け散ることもな

くなっていました。 
 山間部や井戸町などは雨による川の氾濫と山崩れが怖いのですが、木本町、それも、

海に面した本町通り海側並びの家は、高波が怖いのです。 
 延長にすれば 500ｍほどの間ですが、家の並びの外には国道４２号線があり、その

外側は堤防です。更にその外には砂利浜があり。熊野灘です。 

 

 この堤防は写真のように二重になっています。 
 二重に作ったのではありません。 
 二重に残してあるのです。 
 この堤防のうち右の後ろ側は伊勢湾台風の後で作ったものです。そして、左のほぼ

同じ高さで前に出たものが、今から２０年ほど前に作られた新堤防です。 
 この古い堤防は、伊勢湾台風以降の台風で何度か波が越えています。被害も出てい

ます。 
 それなのに、その記録は三重県の土木には無いのだそうです。 
 それに、この外海の熊野周辺の『波高』の記録も無いのだそうです。波高の記録は

松阪港のものを参考にするのだそうです。 
 外海と伊勢湾内のそれもさらに湾になった影の波高を同一視するほどいい加減な

のが、県であり国なのです。 
 だから、新堤防を作る時 11ｍ前に出して、同じ高さで作りに掛かったのです。何

度も越えている堤防を前に出して同じ高さなら、波が越えることは誰でもわかること

です。 
 さらに、建設前に説明もなく入札まで済んでいました。 
 そこで、海岸沿いの家木本町と一部井戸町の全戸の有印の陳情書を作りました。 
 『新堤防は危険であり、住民の生命財産を危険にさらすものである。このままそれ



をもって旧堤防を取り払えばその後の災害の責任は行政にある。』と言う趣旨でした。 
 この堤防の持ち主は『運輸省』でした。ここが港湾地区だからです。そして、旧堤

防を取り壊した土地は『建設省』に譲り渡して国道の拡幅に当てる約束がなされてい

ました。 
 それがストップすることは省庁の面子にかかわることでしたが、時の市長も危険を

自覚して表明しましたし、建設中に台湾坊主の高波が新堤防を越えるという事実も発

生しました。 
 そこでとられた策が、旧堤防も新たな対策が出来るまで取り壊さないと言うことで

す。 
 それ以降の動きは次に書きますが、住民パワーと住民の経験が力を発揮した数少な

い例です。 
 百数十戸のすべてを回って、判までついて貰うのを三日ほどでやりました。全戸喜

んで賛同してくれました。 
 しかし、伊勢湾台風のことなど記憶している人がものすごく少なかったのにはびっ

くりしました。さらに、その時から２０年・・・更に記憶が薄れているのでしょうね。 

 
Tags:熊野市 伊勢湾台風 クラシックカメラ        

 

 

 

 

2007 年  07 月  17 日  

熊野の旅 高潮対策・地元とお役所 続き  

 熊野市木本町の堤防は下準備中に住民が計画をキャッチできなかったこともあり、

そのまま着工され、続行されました。しかし、全戸の住民が書名欄に判まで押してあ

る陳情書の重みはかなりのものです。さらに、工事が完成する前に、この新堤防を波

が越えるという事態も発生しました。 
 三箇所ほどで越えたのですが、旧堤防が残された状態だったので、国道や人家には

波は到達せずに済みました。我が家のすぐ裏でも盛り上がるように波が越え、後には

かなりの砂利が残されました。越えた塩水は左右に分散され、出口になったところの

旧堤防の切れ目から滝のように落ちましたが、この状態なら全く問題はありません。 
 時の市長も、署名が出た段階で新堤防に疑問を持ちましたし、この事態で住民の言

う危険性を認識しました。 
 この災害では、国道４２号線が西郷川の出口の導流堤が崩れた巻き添えで陥没、長

期にわたり通行不能になると言う事態も発生しました。 
 この高波は『台風』ではなく『台湾坊主』だったのです。 
 ９月の秋空。快晴の下で起きた災害でした。 
 波長の長い、スピードの速い、大きな波により簡単に越されたのです。 
 この事態を受け、翌日には市長・県港湾課長・市議会そろって東京への陳情が行わ

れました。おりから、日曜日に発生、その日の夜に決定、朝一番出発と言うことで、

公金の用意が出来ず、職員が個人的に用意した金で出発すると言う異例の展開でした。 



 行き先は当時の『運輸省』です。 
 ここで起きた幸運な事態… 
 対応に出た若い技官、若いといっても東京大学卒業の超エリートです。 
 災害内容と、七里御浜の砂利減少の現状を説明する中でのやり取りに… 
 熊野市『浜が急速に痩せていますから、この新堤防が出来たからといって、旧堤防

を取り壊したのでは、危険極まりないのです』 
 技官『私は学生の時に旅行で熊野に行き、獅子岩のそばで一日遊びましたが、きれ

いで良い浜でしたね。大きな石や小さな石が層を成した見事な浜でしたが…』 
 熊野市『その浜から大きな石は消えています。。今では砂に近い物がほとんどにな

っています。』 
 技官『そんなに変わったのですか？』 
 熊野市『歩いても、足がめり込まないところが増えてしまいました。普通の地面み

たいなところが増えましたね。』 
 技官『それじゃあ、波の勢いは死にませんね・・・』 
 熊野市『そこで何とか対策をお願いしたいのですが・・・』 
 ・・・・・ 
 技官『そう言う現状なら・・・ちょっと待ってくださいね・・・』 
 ・・・・ 
 技官『これしかないですね・・・七里御浜を救うのは』 

 
 といって取り出したのが、沖合いの海の海面下に作る『潜堤』のイメージ図でした。 
 そして、その年の国会には『木本港潜堤工事水槽実験費用』が計上された予算書が

提出されると言う、超高速な対応になりました。 
 まれに見る幸運にここ木本がめぐり合ったのです。 
 応対した技官が七里御浜を知らなかったら…七里御浜を気に入っていなかったら

…そして、その技官が超エリートで発案したものをすんなり通せる人でなかったら…

実現しなかったものです。 
 この水槽実験の結果、外海でも潜堤工事は可能と言うことがわかり、先に着工され

たのが常滑方面の潜堤工事でした。 
 ここその後で木本沖潜堤も着工されましたが、折からバブルの崩壊、公共事業の削

減で工事は中々進みません。 
 途中で船のための切れ目は作りますが、木本漁港から井戸川河口までの間、６００

ｍほどに底辺が２００ｍもある巨大な人口岩礁を海面下２ｍまで積み上げるもので

す。 
 ここの海は深いです。少々テトラを放り込んでも形を成しません。それでも、毎年

少しずつ投入を続けています。 
 私もこの陳情に出かけた一人で、災害の実態を肌身に感じる場所に住んでいるとい

うことで、説明役をさせてもらいました。署名活動のときの実行犯も私でした。 
 口約束ですが、この潜堤が完成して、木本の町が安全になるまで、古い堤防も取ら

ないという事になっています。 
 この仕事の根底は『住民パワーの集結』にあります。 
 ムシロ旗を立てても役所は動きません。 



 地元と中央のマスコミをうまく利用させてもらい、役所にはお願いするのです。じ

んわりと圧力をかけながら…柔らかな物腰でなくては物事は聞いてもらえません。及

び腰でも聞いてもらえません。それに、タイミングが合わないと実現しません。 
 難しいですね・・・ 
Tags:熊野市 国道４２号線 モノクロ 

 

 

 

 

2007 年  07 月  18 日  

熊野の旅 昔は・・・ 道と生活  

 今のように道路交通法だとか、道路占有許可だとかうるさくなかった時代… 
 日本中の道路では、道端で物が干され、夏になれば夕方には縁台が持ち出され、家

によっては夕食まで外で…庭ではなく、道で食べたりしたものです。 
 日本の町屋は家の前に庭がなく、玄関を出ると、軒先の分だけが自分の敷地で、す

ぐに道です。 
 だから、家の前の道が自分の庭のようなもので、いろんな使い方をしました、使う

代わりに、掃除もしました。地道でしたから水もまきました。道が生活に密着してい

たのです。 
 道にはみ出そうと、子供が遊んでいようと、昭和３０年代くらいまでは問題はなか

ったのです。 
 私がガキだった頃がその時代です。 
 子供時代をすごした飛鳥町では『自家用車』を持った家は一軒もありませんでした。

『自家用』と書いてあっても、材木を運ぶトラックだけでした。 
 中心部の木本に下りてきても、タクシーはありましたが、自家用乗用車なんて… 
 かの、ダイハツミゼットが発売された頃から大きな酒屋さんなどが自動車を使い出

したくらいです。荷物の配達は『●通』と言われた日本通運が一手に引き受けていま

した。 
 木本の本町通などでは車が無い代わり、人の流れは今とは比較にならないほど多く

て賑やかでした。 
 そして、一時期、車が増えて本町でも車の対向や、駐車している車で頭を悩ます時

がありました。 
 今は…又、車に関しては昔に戻っています。 
 最早、開いている店は数えるほどしかなく、商品納入の車などもほとんど来ません。 
 違うのは、他所の人が買い物に来ることもなく、人も居なくなったことでしょう。 
 それと、道を使うのもすごく遠慮がちにしか出来なくなったことでしょうか… 
 閉鎖的な町屋の作りが、人や生活と道とのつながりが切れたことにより、なおさら、

人を寄せ付けない通りを演出するようになりました。 
 整然とした石畳も、それを強調するようにも見えます。 
 こう見えるのは私だけでしょうかね。 



 
Tags:熊野市 昭和 クラシックカメラ  本町・石畳 
 

 

 

 

 

2007 年  07 月  19 日  

熊野の旅 田舎の生活の強み 災害時  

 近年は地球の動きが活発で日本列島は大・中の地震に見舞われています。 
 小地震に関しては、少し前までは観測地点が非常に少なかったので把握もされず、

発表もされませんでした。地震の震源地の一つとされる紀伊半島南部でも、観測機器

が配置されていなかったので、震度 3 くらいゆれていてもテレビでは放送されないこ

とがほとんどだったのです。それが、今では速報で出ます。つまり、こうした小さな

ものは増えたのかどうか不明です。被害が出るような大きなものが増えているのです

から小さいのも増えているのでしょうがね。 
 地震や洪水の災害の時にすぐに問題になるのが、すぐ後の生活の維持です。 
 人間、半日やそこらは飯を食わなくても平気です。大事が起きている時は腹が減っ

たことも忘れます。しかし、一日を越してくるとそんなわけには行きません。それに、

水はそれより早く必要になります。 
 いわゆる、ライフラインとか言われるものが確保されないと、とたんに困るわけで

す。 
 近年はちょいとした町も『都市ガス』や『プロパンガス集中供給』になっているよ

うです。下のようなボンベがごろごろしているのは、小さな町とド田舎だけになって

いるようです。 
 この個別方式のプロパンガスにはいいところがあります。 
 災害で供給が止まるということが無いのです。たまたま、その日に切れるというこ

とさえなければ大丈夫ですし、今では空になる前にガス屋さんが交換していますから、



よほど運が悪く無い限り大丈夫です。つまり、煮炊きはすぐに出来ると言うことです。

外して、台所以外のところでも使うことは可能です。 
 田舎臭そうですが、火が使えれば雨水ででも飲み物は確保でき、ご飯も炊けます。 
 更に熊野ほど田舎になると、ほんの少し、中心部からでも遠くとも2０分も歩けば、

飲用可能な谷川に行き着きます。これも、田舎の強みですね。 ただ… 

 
 今の時代になると、少し前なら、廃材で仮設のトイレの建屋とかを簡単に立ててし

まった男たちが居なくなって来ています。ＤＩＹなんて気の聴いた言葉があり、立派

な道具が売られていますが、腰鋸とナタと針金だけで小屋を建てるなんて出来なくな

ってしまいましたからね。これは、こんな田舎でも激減しています。 
 それでも、大都会よりは、『何とかできる』ことは多いでしょう。 
 ただ・・・本当に広域で災害が起きた時には『ド』の付く『田舎』の救援は後回し

にされるでしょうね。 
 串本から紀伊長島まで…紀伊半島南部が全部やられても…被災者は十数万人です。

一割なら一つの団地程度です。 
 その『ド田舎』から、自力更生の力がうせてきているのは困ったものです。 
 もう十年もすると、４割以上がお年寄りです。 

 
Tags:熊野市 モノクロ クラシックカメラ  

 
 
 
 
2007 年  07 月  20 日  

熊野の旅 公園に草が生える  

 最近は毎月人口動態の数字を載せています。 
 熊野市の現状と将来を表す数字です。 
 この数字が間違っていないことが、意外なところにも現れています。 
 この辺では『公園デビュー』なんて変な物はありませんでした。 
 そして、今でも『セレブ』なんてわけの分からない種族は居ません。まあ、本人が

そう思っているのも居るかもしれませんが、思えるほどの成金もいません。 
 保育所も幼稚園も小学校も中学校も全部みんな一緒です。だから、同じ場所に住ん

でいて『あの子知らない…』なんてありません。 
 木本町は古い町で事実上子供を遊ばせる『公園』はありません。 
 井戸町になると。昭和４０年代以降の造成地になるので、都市計画で作られた小さ

な公園が各ブロックごとに作られています。ほとんどの土地を熊野市が造成したので

すから、小さいながらも公園があって当たり前です。 
 この公園の一つに蒸気機関車が置かれたところがあります。 
 すぐ横に、民間の『ひまわり保育所』があります。 
 この公園の蒸気機関車は前にも取り上げましたが、元々は国鉄から借りていたもの

です。今は、熊野市のものになっているはずですが、ずいぶん前から国鉄ＯＢによる



維持管理もされていないようです。 
 持ち運べて金になるプレート類はとうの昔に盗まれてのっぺらぼうです。 
 そして、今ではとうとう『近づくと危険』という看板をつけて、ロープが張り巡ら

されています。 
 腐食して崩れてくるような痛み方はしていません。 
 蒸気機関車というやつは、運転台もすごく高く。ボイラー周りの回廊上の部分など

はものすごく高くできています。 
 ここにあるのはＣ型で大きなものではないのですが、そばによると巨大な鉄の塊で

す。 
 腕白どもは当然登れるところはどこにでも登りたがります。そして、落ちるのも当

たり前のことなのです。 
 昔の子は２ｍやそこいらの高さから落ちてもさほど怪我はしませんでした。擦り傷

やぶっつけて黒くなった程度なら親にも言わなければ、まして医者に行くなんて考え

もしませんでした。 
 親の方も、子供が落ちたとか位で管理責任なんて口にしませんでした。 
 しかし、今の風潮から言うと。これは危険な展示物になるのでしょうね。 
 しかし、看板とロープで立ち入り制限して…なんだかおかしな話です。 
 まあ、ご心配なく… 
 公園自体は立ち入り禁止にはなっていませんが、遊ぶ子供が居なくなり、公園中が

芝を貼ったように草が生えています。昔は植え込みの根元にしか草は育たなかったも

のですがね。 

 
 レンズはコダック・エクター127ｍｍ絞りｆ5.6・・・スピグラの標準レンズの一

つです。 
 カメラは グラフレックス・クラウン・グラフィック４×５・・・６×９ホルダー

Tags:熊野市 昭和 クラシックカメラ   by je2luz | 2007-07-20 11:19 

 

 



 

 

2007 年  07 月  21 日  

熊野の旅 花火の季節  

 そろそろ梅雨明け・・・ 
 花火の季節です。 
 我が家の前の浜では、昔から夜中に花火をやる若い馬鹿者が居ます。 
 湘南のように、どんどんやるほど人数も居ないので、散発的に「シュー・ポン」と

鳴ります。それでも、真夜中の二時三時は迷惑な話です。 
 昔に比べ、花火が輸入されるようになり、安くなっているので、この花火公害はか

なり広がっているようですね。 
 浜でやっているうちは、打ち上げ・ロケット系のものでも、火事の危険が無いので

まだましです。 
 これから、梅雨明けになると周りが乾燥するのでこうした花火は怖いですね。 

  
 『熊野大花火大会』は今年も８月１７日です。今回は金曜の夜になります。 
 気の早い人は場所取りを始めているようです。 

 
 これは困ったもので、ビニールテープを張りまわすので、邪魔ですし、波が立った

り、風が吹くと飛んで海に入ります。漁船のスクリューにとっても厄介な物ですね。 
 お盆頃には、主催者側でブルドーザーを入れて整地を兼ねて撤去するのですが、そ

れでも毎年この時期からテープを張る迷惑な人が居ます。５人ほどの家族のための２

０人も余って座れるスペースを押えますからね。それに、整地の時に人力で外さない



とブルでは出来ませんしね。 ものすごく迷惑な、地元民の勝手な迷惑行為です。 
 ビニールテープが安く出回るようになってからがひどくなりましたね。 
 昔は縄でした。これは普通民家で一巻き買うには多すぎるし高かったです。それ以

外は『ござ』でした。これを一月も前から浜に出しておくことも出来ませんし、何十

畳も敷き詰めるなんて一般には出来ない話でした。今なら１００円のテープで 100
ｍ四方くらい囲えますから…  

 
昔は木本のほぼ全戸が少しずつ寄付を出していた、『木本の花火』だったのですが、

今では初盆の家以外には寄付は回ってきません。『木本の花火』ではなく『熊野の花

火』になっているのに・・・ 

 
 三日前でしょうか、突然花火がまとめて上がりました。 
 場所は鬼ヶ城東口でした。 
 ここに祭られている「弁天さん」？？のお祭りだったそうです。 
 子供が居なくなってからは何時何処でお祭りがあるのかさっぱり分からなくなり

ました。 
 ここいらでは、除夜の鐘代わりの花火に始まり、年中、何かあると花火が上がって

います。運動会には朝早く号砲が上がりますしね。 
 江戸時代から今の花火大会の前身、お盆の花火のあったところで、今でも花火師さ

んが居ますから、花火が身近にあるのです。 
 花火大会の宿は到底無理ですが、会場への入場はフリーですから、今からでも十分

です。 
 但し・・・車の場合は熊野へ入るのが午前中の計算で走ってきてください。 
 『花火は夜だら、夕方に着けば・・・』などと計算したら、国道４２号線の停滞の

中に並んで、熊野のはるか手前で花火が終わってしまいます。お気をつけて・・・ 
Tags:熊野市 熊野大花火 国道４２号      by je2luz | 2007-07-21 11:08  

 

 

 

 

 

2007 年  07 月  22 日  

熊野の旅 温室みかん  

 紀州は古くからみかんの産地です。 
 紀伊国屋文左衛門は紀州のみかんで財を成したとか… 
 近代でも、昭和の一時期にはみかんで稼いで「みかん御殿」を立てた人も居たよう

です。 
 国がみかん作りに力を入れ歯した頃…そうです、熊野市に『金山パイロット』が完

成した頃からは、みかんの価格は暴落の一途をたどりました。 
 近代的？大規模農園のパイロットでさえ、赤字続きです。 
 そのパイロットも、ようやく農園のかなりの部分をやめることが出来ます。 
 お役所主体の『交流拠点』とやらと言うものが出来るからです。 



 これはバブルの頃に計画された、採算性の全く見込めないものです。 
 農業の補助金で金を出すか、違う施設で金を出すかの違いですが、新しい施設を作

り、何億も放り込んで、なおかつ、パイロット農園以上に赤字が見込まれるのに… 
 いやいや…コンサルタント会社の書いた企画書ではちゃんと元が引けることには

なっているのです。 
 でもねえ…これが赤字になることは麻生外務大臣の発言じゃないですが誰にでも

分かることです。 

 
 みかんと言うもの、かつては秋の運動会の頃に『青切りみかん』がやっと出てきた

ものです。 
 その秋の運動会は、昔の遅い稲刈りが終わる頃でしたから１０月後半だったはずで

す。それでも、ものすごく酸っぱい青いみかんでした。 
 品種改良で少し早くなり、９月には青切りでもう少し甘いのが出るようになり、そ

のあとは温室の登場です。 
 温室も自然加温のものから始まって石油ストーブ、重油ボイラーとエスカレートし

てゆきました。 
 出荷時期も８月が７月になり、７月が６月になり… 
 露地物で言えば、今頃は早生でもようやく摘果が終わった頃です。 
 多額の投資をし、ランニングコストも掛かる大型温室での栽培です。高くは売れて

も一度大型台風に直撃されると…それに、温室内での消毒作業…やりたくないですね。 
 まあ、今は『砒素』を使ったみかんを甘くする処理は禁止されてやっていないはず

です。 

 
 『みかんは皮を食うものじゃない…』と言う感覚でやっていましたからね。決して

今の中国を非難できないことがまかり通っていたのです。 



 国内の農産物には検疫がありません。引っかかることのほとんどありません。 
 お百姓さんが死ぬような消毒こそ近年はしていないようですが… 
 まあ、何でも良く洗うに越したことは無いでしょう。それに、農薬のビンや箱には、

『収穫の何日前までに使用をやめるように』と、きちんと安全基準を書いてあります

から、よもや、文盲の居ない日本ではそれが分からない生産者は居ないでしょうから

ね。『大船に乗ったつもり』になってください。それに、みかんは野菜と違いむいて

食べるものです。 
 露地物が出てくればみかんは安い果物です。 
 これから先、ブラジルなどの果樹園がバイオ燃料用の作物に変わってしまって、オ

レンジなどが品不足になるかもしれないそうです。ぜひ、今年あたりに安いみかんを

腹いっぱい食べて置いてください。 

 
 これは１９８９年１１月金山パイロットでのみかん狩りの一こまです。 
 すでにこの頃にはレジャーの多様化で他所から熊野までみかん狩りに来る人は激

減していました。 
Tags:熊野市 昭和               by je2luz | 2007-07-22 11:54  


